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支
え
る

り

会
長
を
辞
す
る
に
あ
た

支
え
る
会
が
設
立
さ
れ
早
や
八
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
間
会
長
と
し
て
の
重
責
を
ど
れ
程
全
う
出

来
た
の
か
心
許
無
い
限
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
時
流

の
変
化
に
即
し
、
世
代
交
代
す
る
事
が
会
の
益
々
の

発
展
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
、
辞
任
の
意
を
固
め

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
が
基
礎
か
ら
見
直
さ
れ
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
、
当
会
に
お
き
ま
し
て
も
法
人
化
や
施
設
づ

く
り
等
の
課
題
が
山
積
致
し
て
お
り
ま
す
。

新
体
制
の
下
、
各
運
営
委
員
さ
ん
の
更
な
る
活
躍

を
期
待
し
、
会
員
の
皆
様
に
は
尚
一
層
の
ご
厚
情
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
阪
府
・
市
の
関
係
者

の
方
々
を
始
め
多
く
の
皆
様
方
に
ご
指
導
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
事
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

七
年
間
、
ほ
ん
と
う
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
一
年
六
月
吉
日

今
井

清
行
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社
会
福
祉

法

人

全
国
重
症
心
身
障
害
児
者
を
守
る
会

大

阪

支

部

大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児･

者
を
支
え
る
会

守る会三原則

★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
漏
れ
無
く
守
る

総
会
開
催

二
〇
〇
一
年
度
、
第
八
回
定
期
総
会
が
去

（

）
、

、

る
五
月
二
八
日

月

一
〇
時
三
〇
分
よ
り

太
閤
園
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
井
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
御
来
賓
の

大
阪
市
健
康
福
祉
局
福
祉
本
部
障
害
者
施
策

部
障
害
福
祉
課
長
村
江
昇
様
よ
り
御
祝
辞
を

賜
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
親
・
家
族
が
待

望
の
重
症
心
身
障
害
者
援
護
施
設
の
こ
と
に

も
触
れ
ら
れ
、
今
年
度
着
工
予
定
と
い
う
こ

と
で
予
算
化
さ
れ
て
お
り
、
平
成
十
五
年
四

月
開
所
の
予
定
で
あ
る
と
の
朗
報
も
戴
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
祝
電
が
披
露
さ
れ
、
議
事

へ
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
事
業
報
告
、
会
計

報
告
の
後
、
七
年
間
会
長
を
務
め
ら
れ
た
今

井
清
行
氏
退
任
に
伴
い
、
新
会
長
鈴
木
祥
子

氏
の
選
任
及
び
新
任
挨
拶
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
役
員
改
選
、
事
業
計
画
、

予
算
計
画
へ
と
議
事
が
進
み
、
各
議
案
が
出

席
者
の
承
認
を
得
、
無
事
成
立
致
し
ま
し
た
。

お
昼
か
ら
は
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
の
昼

食
を
と
り
な
が
ら
交
流
会
が
和
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
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会
長
就
任
に
あ
た
り

此
度
、
今
井
前
会
長
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
会
長
に
選

任
さ
れ
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

「
支
え
る
会
」
設
立
以
来
、
家
族
の
方
々
（
特
に
介

護
者
）
の
精
神
的
・
身
体
的
な
負
担
の
大
き
い
中
で
、

健
康
状
態
を
心
配
し
な
が
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
着
実
に

実
績
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

運
営
委
員
会
を
は
じ
め
、
各
種
研
究
会
や
介
護
講
習

会
・
交
流
会
な
ど
を
通
じ
、
相
互
理
解
を
深
め
、
大
阪

市
を
始
め
府
下
の
各
市
、
各
施
設
や
学
校
の
現
状
な
ど

の
情
報
交
換
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。
又
、
親
だ
け
で

は
片
寄
り
が
ち
な
「
思
い
」
を
学
識
や
経
験
豊
富
な
親

以
外
の
方
々
の
ご
意
見
を
参
考
に
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ

ら
れ
、
反
省
も
し
て
き
ま
し
た
。

親
の
方
々
の
考
え
方
や
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
の
障

害
に
よ
り
違
い
が
あ
り
、
重
複
や
合
併
症
の
実
状
の
数

と
同
じ
だ
け
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め

確
か
な
実
り
の
あ
る
も
の
に
結
び
つ
け
る
に
は
、
福
祉

制
度
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
平
成
十
五
年
ま
で
の。

二
年
間
が
と
て
も
大
切
な
時
期
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す

障
害
の
程
度
が
最
重
度
で
あ
り
か
つ
家
庭
に
お
け
る

介
護
が
著
し
く
困
難
な
状
況
に
あ
る
重
症
心
身
障
害
児

・
者
に
必
要
な
ケ
ア
を
充
分
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
「
支
え
る
会
」
は
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
こ
れ
か
ら

も
歩
ん
で
行
か
ね
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
諸
機
関
や
多
く
の
皆

様
の
御
協
力
や
御
理
解
を
得
て
、
よ
り
困
難
で
重
度
の

人
の
対
応
を
考
え
た
施
策
の
重
要
性
を
訴
え
、
実
現
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

会
長

鈴
木

祥
子

「
交
流
会
に
参
加
し
て
」

月
二
八
日
、
午
前
中
は
ま
だ
肌
寒
さ

が
残
る
そ
れ
で
も
さ
わ
や
か
な
風
の

日
、
総
会
と
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
、
例
年
は
記
念
講
演
会
が
あ
り
ま

し
た
が
、
本
年
度
は
交
流
会
と
し
て
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
形
式
で
の
昼
食
会
と
な
り
ま
し
た
。
和

食
、
洋
食
、
中
華
風
も
あ
り
御
料
理
は
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
と
ん
で
い
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
お
腹

に
し
っ
か
り
と
い
た
だ
き
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
皆

様
満
腹
に
な
る
と
テ
ー
ブ
ル
で
話
が
は
ず
み
、
普
段
ゆ

っ
く
り
お
し
ゃ
べ
り
で
き
な
い
事
や
は
じ
め
て
の
方
々

と
の
自
己
紹
介
も
済
ま
さ
れ
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
各
テ

ー
ブ
ル
で
お
話
が
は
ず
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
去
り
、
交
流
会
終
了

後
一
部
の
方
は
太
閤
園
の
庭
園
を
散
策
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
私
は
一
月
の
交
流
会
に
も
お
庭
を
歩
き
ま
し
た

が
、
季
節
が
変
わ
る
と
庭
の
趣
も
全
然
ち
が
う
ん
だ
な

と
思
い
な
が
ら
五
月
の
風
と
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

藤
岡

咲
子

症
心
身
障
害
児
・
者
が
社
会
の
中
で
い
か
に
生

き
て
行
く
の
か
、
生
活
を
し
て
行
く
の
か
を
親

・
家
族
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
そ
の
代
表
者
と
し
て
日

々
考
え
活
動
し
て
頂
い
て
い
る
支
え
る
会
に
、
い
ち
親

と
し
て
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
そ
の
会
が
今
年
八
年
目

、

。

を
迎
え

総
会
と
交
流
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

交
流
会
で
は
初
対
面
の
方
と
テ
ー
ブ
ル
を
ご
一
緒
さ

せ
て
頂
き
、
子
供
の
話
し
、
学
校
あ
る
い
は
作
業
所
の

、

。

話
し
等

い
ろ
い
ろ
楽
し
く
情
報
交
換
が
出
来
ま
し
た

「
有
意
義
な
ひ
と
時
だ
っ
た
な
ぁ
」
と
思
い
な
が
ら
帰

路
に
つ
き
、
肩
の
力
が
ほ
ぐ
れ
た
よ
う
な
さ
わ
や
か
な

気
分
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
お
い
し
い
ご
馳
走
を
舌
つ

づ
み
ど
こ
ろ
か
充
分
食
し
、
身
も
心
も
満
足
感
に
拍
車

を
か
け
ら
れ
た
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｙ
．
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基
本
方
針
、
並
び
に
活
動
方
針
に
従
い
、
重
度
の
障

書
児
者
が
地
域
の
中
で
当
た
り
前
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
、
２
０
０
０
年
度
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
。

一
、
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

研
修
会
等
の
開
催
或
い
は
機
関
紙
等
の
配
布
に

合
わ
せ
、
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
を
行
っ

た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
情
報
の

提
供
や
各
団
体
等
と
の
リ
ン
ク
等
を
通
し
て
会
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
と
め
た
。

二
、
研
究
に
関
す
る
事
業

第
６
回
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

●

（
重
症
心
身
障
害
児
者
介
護
セ
ミ
ナ
ー)

「
重
症
心
身
障
害
児
者
の
暮
ら
し
と
医
療
の
支
援
」

２
０
０
０
年

月

日
（
日
）

10

22

講
師

末
光

茂
氏

（

）

社
会
福
祉
法
人

旭
川
荘
専
務
理
事

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
重
症
心
身
障
害
児
者
の
地
域
生
活
支
援
と

」

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
医
療

富
和

清
隆
氏

(

大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
小
児
神
経
内
科
部
長)

荒
川

輝
男
氏

(

淀
川
暖
気
の
苑
施
設
長)

清
水

明
彦
氏

(

青
葉
園
園
長)

末
光

茂
氏

(

旭
川
荘
専
務
理
事)

司
会

小
澤

温
氏

(

大
阪
市
立
大
学
生
活
科
学
部
助
教
授)

*(

大
阪
府
福
祉
基
金
助
成
事
業)

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
�

●「
強
度
行
動
障
害
に
対
す
る
施
設
の
取
り
組
み

」

―
日
中
活
動

意
見
交
換
会

２
０
０
０
年
６
月

日(

月)

19

*(

社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
助
成
事
業)

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
�

●「
強
度
行
動
障
害
に
対
す
る
施
設
の
取
り
組
み
」

２
０
０
０
年
７
月

日(

土)

15

講
師

松
上

利
男
氏

(

北
摂
杉
の
子
会
萩
の
杜
施
設
長)

*(

社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
助
成
事
業)

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
�

●「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら

行
動
障
害
を
考
え
る
」

２
０
０
０
年

月
７
日
（
土
）

10

講
師

門

眞
一
郎
氏

（

）

京
都
市
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
副
院
長

*(

社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
助
成
事
業)

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
�

●「
自
閉
症
の
療
育
シ
ス
テ
ム
」

２
０
０
０
年

月
４
日(

土)
11

講
師

新
澤

伸
子
氏

(

大
阪
自
閉
症
支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
主
任)

*(

社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
助
成
事
業)

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
�

●「
自
閉
症
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

２
０
０
１
年
１
月
７
日
（
土
）

講
師

佐
々
木

正
美
氏

(

川
崎
医
療
福
祉
大
学
教
授)

*(

社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
助
成
事
業)

強
度
行
動
障
害
専
門
職
員
養
成
事
業

●

海
外
視
察
研
修
報
告
会

「
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
を
視
察
し
て
」

２
０
０
１
年
３
月

日(

火)

20

*(

社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
助
成
事
業)

重
症
児
者
の
介
護
講
習
会
�
・
�

●「
重
症
心
身
障
害
者
の
介
護
の
基
本
」

２
０
０
０
年
７
月
１
・
２
日(

土
・
日)

講
師

岸
本

眞
氏

（
岸
本
姿
勢
訓
練
セ
ン
タ
ー
長
）

*(

大
阪
府
福
祉
基
金
助
成
事
業
）

重
症
児
者
の
介
護
講
習
会
�

●「
食
べ
る
こ
と
が
困
難
な
人
へ
の
援
助
」

２
０
０
０
年
７
月

日(

木)

20

講
師

吉
田
く
す
ほ
み
氏

(

日
本
マ
カ
ト
ン
協
会)

*(

大
阪
府
福
祉
基
金
助
成
事
業)

強
度
行
動
障
害
専
門
職
員
養
成
事
業

●

海
外
視
察
研
修
の
実
施

「

」

ア
メ
リ
カ
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
実
践
視
察

参
加
者
を
募
集
の
上
、
派
遣
。

*(

社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
助
成
事
業)

三
、
交
流
事
業

介
護
交
流
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
。
保
護
者
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
交
流
会
を
含
め
た
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
大
阪
市
分

会
を
中
心
に
開
催
し
た
。

２
０
０
１
年
１
月

日
（
月
）

22

*(

本
部
事
業
―
社
会
福
祉
・
医
療
事
業
団
助
成
事
業)

大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

２
０
０
０
年
度
事
業
報
告
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四
、
啓
発
事
業

・
大
阪
府
に
対
し
て
、
重
症
児
通
園
事
業
の
促
進
、

重
症
児
の
暮
ら
し
の
場
の
確
保

「
大
阪
府
障
害
者

、

」

。

施
策
推
進
協
議
会

へ
の
参
画
等
に
つ
い
て
要
望

・
大
阪
市
強
度
行
動
障
害
研
究
・
検
討
委
員
会
に
参

画
。(
Ｈ

・
６
〜
Ｈ

・
３)
12

13

・
大
阪
市
重
症
心
身
障
害
者
援
護
施
設
あ
り
方
検
討

会
策
定
部
会
に
大
阪
市
分
会
よ
り
参
画

五
、
機
関
紙
の
発
刊

・
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
年
間
計
５
回
発
行
。

・
会
員
等
へ
の
情
報
提
供
の
場
と
し
て
発
行
。
紙
面

の
充
実
の
た
め
Ｂ
５
版
か
ら
Ａ
４
版
に
変
更
。

他
に
大
阪
市
分
会
を
中
心
と
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

に
か
か
る
二
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
が
、
実
態
や
ニ
ー
ズ

の
把
握
等
に
つ
い
て
充
分
に
は
取
り
組
め
な
か
っ
た
。

ま
た
、
行
政
に
対
す
る
働
き
か
け
に
つ
い
て
も
、
十
分

で
は
な
か
っ
た
。
今
後
、
積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

月
別
活
動
報
告

四
月

運
営
委
員
会

五
月

運
営
委
員
会

第
７
回
定
期
総
会

「
支
え
る
」
発
行

六
月

運
営
委
員
会

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
�

七
月

運
営
委
員
会

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
�

介
護
講
習
会
�
・
�
・
�

八
月

運
営
委
員
会

「
支
え
る
」
発
行

強
度
行
動
障
害
専
門
職
員
養
成
事
業
海
外

視
察
研
修

(

ア
メ
リ
カ
・
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州)

九
月

運
営
委
員
会

十
月

運
営
委
員
会

第
６
回
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
�

大
阪
府
に
要
望
書
提
出

十
一
月

運
営
委
員
会

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
�

十
二
月

運
営
委
員
会

二
〇
〇
一
年

一
月

運
営
委
員
会

強
度
行
動
障
害
問
題
を
考
え
る
研
修
会
�

介
護
交
流
セ
ミ
ナ
ー

「
支
え
る
」
発
行

二
月

運
営
委
員
会

三
月

運
営
委
員
会

強
度
行
動
障
害
専
門
職
員
養
成
事
業
海
外

視
察

研
修
報
告
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
教
室
実
施

「
支
え
る
」
発
行

全
国
守
る
会
関
係

五
月

運
動
推
進
部
役
員
会
（

）
20

七
月

第

回
全
国
大
会
（
旭
川
市

〜

）

37

22

23

九
月

運
動
推
進
部
役
員
会
（
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
長

含
む

（

〜

）

）

15

16

支
部
長
会
議
（

〜

）

16

17

十
一
月

運
動
推
進
部
役
員
会
（
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局

長
含
む

（
１
〜
２
）

）

専
門
部
会
長
会
議
（
２
〜
３
）

二
〇
〇
一
年

三
月

運
動
推
進
部
役
員
会
（

）
24

針

基
本
方

重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て

の
人
格
と
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
重
症

心
身
障
害
児
・
者
が
当
た
り
前
の
人
と
し
て
、
当
た
り

前
の
生
活
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
支
え
て
い
く
。

活
動
方
針

介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
、
各
地
域
に
お
い
て
様
々
な

実
践
と
多
く
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
、
障
害
児
者
の
分

野
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
動
き
に
連
動
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
新
た
な
支
援

シ
ス
テ
ム
を
構
築
さ
れ
て
い
く
の
か
、
大
き
な
不
安
を

抱
く
と
共
に
重
症
心
身
障
害
児
者
が
地
域
の
中
で
暮
ら

し
て
い
け
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
大
き
な
声
を
上
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
介
護
の
み
に
重
点
を
置
い

た
保
険
制
度
だ
け
で
重
症
児
者
の
生
活
す
べ
て
を
ま
か

な
う
こ
と
は
到
底
無
理
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
べ
き

で
あ
る
。
介
護
だ
け
で
は
な
い
、
生
き
が
い
支
援
と
も

い
う
べ
き
部
分
を
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
支
援
す
る

の
か
を
し
っ
か
り
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

為
に
も
、
会
員
間
の
情
報
交
換
を
活
発
に
し
、
実
態
や

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
と
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

２
０
０
１
年
度
事
業
計
画
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ま
た
、
こ
う
し
た
改
革
に
伴
い
、
権
利
擁
護
、
或
い

は
重
症
児
・
者
の
福
祉
に
決
し
て
「
後
退
」
と
な
ら
な

い
よ
う
力
を
結
集
し
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

従
前
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
「
強
度
行
動
障
害
」
の

問
題
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て
取
り
組
み
、
よ
り
具
体

的
な
政
策
へ
の
提
言
に
結
び
つ
け
た
い
。
ま
た
、
医
療

的
な
ケ
ア
が
不
可
欠
な
重
症
児
者
の
地
域
生
活
の
支
援

の
た
め
の
施
策
の
実
施
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
た
め

に
、
ま
た
、
会
活
動
の
安
定
を
図
る
上
に
お
い
て
財
政

的
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
会
費
等
の
見
直
し
や
組

織
作
り
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
工
夫
と
努
力
を
行
い
、

会
員
の
拡
大
に
繋
げ
た
い
。
ま
た
、
会
員
か
ら
の
要
望

の
高
い
入
所
施
設
を
含
め
た
社
会
資
源
づ
く
り
促
進
の

た
め
の
活
動
に
つ
い
て
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

事
業
計
画

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

・
新
し
く
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
よ
り
広
く
会

の
活
動
の
理
解
を
広
げ
る
。
ま
た
、
各
メ
デ
ィ
ア

を
利
用
し
た
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
に
よ
り
、
情
報
の
発
信
及

び
情
報
交
換
の
場
を
持
つ
。

２
．
研
究
に
関
す
る
事
業

・
会
員
並
び
に
関
係
者
等
の
情
報
交
換
及
び
研
修
の

場
と
し
て
実
施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
並

び
に
強
度
行
動
障
害
に
関
す
る
研
修
会
等
の
各
種

の
研
修
会
等
を
開
催
す
る
。

３
．
交
流
事
業

会
員
相
互
の
交
流
の
た
め
の
事
業
、
並
び
に
情
報

交
換
等
の
た
め
の
会
員
に
よ
る
集
会
等
の
実
施
。

４
．
啓
発
事
業

大
阪
府
並
び
に
各
市
に
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行

う
と
共
に
実
態
に
応
じ
た
施
策
の
実
施
を
求
め
て

い
く
。

５
．
機
関
紙
の
発
刊

会
員
相
互
の
情
報
交
換
や
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
会
活
動
の
広
報
の
場
と
し
て
機
関
紙
「
支

え
る
」
を
発
刊
し
、
会
の
活
動
の
強
化
及
び
会
員

の
拡
大
に
繋
げ
る
。

月
別
活
動
予
定

四
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

五
月

運
営
委
員
会

第
８
回
定
期
総
会
（
二
八
日
）

六
月

運
営
委
員
会

介
護
講
習
会

七
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

八
月

運
営
委
員
会

強
度
行
動
障
害
研
修
会

九
月

運
営
委
員
会

療
青
キ
ャ
ン
プ
（
未
定
）

セ
ミ
ナ
ー

十
月

運
営
委
員
会

介
護
教
室

十
一
月

運
営
委
員
会

強
度
行
動
障
害
研
修
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

十
二
月

運
営
委
員
会

二
〇
〇
二
年

一
月

運
営
委
員
会

二
月

運
営
委
員
会

強
度
行
動
障
害
研
修
会

三
月

運
営
委
員
会

機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

守
る
会
関
係

五
月

理
事
会
、
評
議
員
会

運
動
推
進
部
三
役
会

六
月

運
動
推
進
部
役
員
会

全
国
大
会
（
広
島
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル

（
一
六
〜
一
七
）

）

九
月

運
動
推
進
部
役
員
会
、
三
役
会

全
国
支
部
長
会
議
（
二
三
〜
二
四
）

十
一
月

運
動
推
進
部
役
員
会
、
三
役
会

全
国
専
門
部
会
長
会
議
（
二
四
〜
二
五
）

二
〇
〇
二
年

三
月

理
事
会
、
評
議
員
会

運
動
推
進
部
役
員
会

大
阪
市
だ
よ
り

重
症
心
身
障
害
者
援
護
施
設
平
成
十
三
年
度

◎
予
算
化
（
平
成
十
五
年
四
月
開
所
予
定
）

（
大
阪
市
／
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

入
所
定
員
ー
六
〇
名
（
他
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
二
〇

名

、
通
所
（
重
心
Ａ
型
）
十
五
名

）
総
事
業
費
ー
十
二
億
八
七
〇
〇
万
円

移
送
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

◎

六
月
よ
り
、
リ
フ
ト
付
き
軽
自
動
車
で
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
立
ち
上
げ
た
ば
か
り

で
不
十
分
な
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
育
て
る

た
め
に
も
ご
利
用
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

大
阪
市
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会
へ

大
阪
コ
ス
モ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
よ
り

デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
一
式
を

頂
戴
致
し
ま
し
た
。
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